
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全教員がアンケートを実施した。 4 アンケート調査で７０％以上の児童が肯定的な回答をしている。

3 80％～100％未満の教員がアンケートをを実施した。 3 アンケート調査で７０％未満～60％の児童が肯定的な回答をしている。

2 70％～80％未満の教員がアンケートをを実施した。 2 アンケート調査で６０％未満～５０％の児童が肯定的な回答をしている。

1 70％未満の教員がアンケートをを実施した。 1 アンケート調査で５０％未満の児童が肯定的な回答をしている。

4 全教員がアンケートを実施した。 4 90％以上の児童がタブレットを活用している。

3 80％～100％未満の教員がアンケートを実施した。 3 80%～90%未満の児童がタブレットを活用している。

2 70％～80％未満の教員がアンケートを実施した。 2 70%～80％未満の児童がタブレットを活用している。

1 70％未満の教員がアンケートを実施した。 1 70％未満の児童がタブレットを活用している。

4 各学級で図書室を月４回以上使用した。 4 90％以上の児童が２週に1度以上図書室を利用している。

3 各学級で図書室を月３回以上使用した。 3 80%～90%未満の児童が２週に1度以上図書室を利用している。

2 各学級で図書室を月２回以上使用した。 2 70%～80％未満の児童が２週に1度以上図書室を利用している。

1 各学級で図書室を月１回以下使用した。 1 70％未満の児童が２週に1度以上図書室を利用している。

4 全教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 4 ９０％以上の児童が自己肯定感があると感じている

3 80～100％の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 3 ８０％以上の児童が自己肯定感があると感じている

2 ７０％から８０％未満の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 2 ６０％以上の児童が自己肯定感があると感じている

1 ７０％未満の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 1 自己肯定感があると感じている児童が60％未満だった

4 すべての教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 4 95%以上の児童が振り返りを書くことが出来た

3 70％～100%の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 3 85％以上の児童が振り返りを書くことが出来た

2 40％～70%の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 2 80％以上の児童が振り返りを書くことが出来た

1 40%未満の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 1 振り返りを書くことが出来た児童が80％以下だった

4 全教員が学級活動計画を活用した指導を行った 4 学級生活満足群が50％以上
3 80％～１００％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 3 学級生活満足群が40％以上
2 ７０％～８０％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 2 学級生活満足群が30％以上
1 70％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 1 学級生活満足群が30％以下
4 全教員が計画を活用した指導を行った 4 調査結果が昨年比平均ポイントから＋２ポイント以上

3 80％～１００％未満の教員が計画を活用した指導を行った 3 調査結果が昨年比～+2ポイント
2 ７０％～８０％未満の教員が計画を活用した指導を行った 2 調査結果が昨年比-2ポイント以内
1 70％未満の教員が計画を活用した指導を行った 1 調査結果が昨年比-2ポイント以下
4 全教員が計画的な指導を実施した 4 90%以上の児童が目標を達成している

3 ８０％から１００％未満の教員が計画的に指導した 3 80%～90%未満の児童が目標を達成している

2 ７０％から８０％の教員が計画的に指導した 2 70%～80％未満の児童が目標を達成している

1 ７０％未満の教員が計画的に指導した 1 70％未満の児童が目標を達成している

4 全教員が食育計画を活用した指導を行った 4 90%以上の児童が食育のめあてを達成している

3 80％～１００％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 3 80%～90%未満の児童が食育のめあてを達成している

2 ７０％～８０％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 2 70%～80％未満の児童が食育のめあてを達成している

1 70％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 1 70％未満の児童が食育のめあてを達成している

4 全教員が方策を実施した 4 90%以上の児童が安心して進級・進学できる

3 80％～１００％未満の教員が方策を実施した 3 80%～90%未満の児童が安心して進級・進学できる

2 ７０％～８０％未満の教員が方策を実施した 2 70%～80％未満の児童が安心して進級・進学できる

1 70％未満の教員が方策を実施した 1 70％未満の児童が安心して進級・進学できる

4 全学年の教員が交流体験を実施した 4 90%以上の児童が目標を達成している

3 80％～１００％未満の学年・教員が交流体験を実施した 3 80%～90%未満の児童が目標を達成している

2 ７０％～８０％未満の学年・教員が交流体験を実施した 2 70%～80％未満の児童が目標を達成している

1 70％未満の学年・教員が交流体験を実施した 1 70％未満の児童が目標を達成している

4 各行事の実施を受け、毎月ホームページを更新した 4 80%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

3 各行事の実施を受け、学期に3回ホームページを更新した 3 50%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

2 各行事の実施を受け、学期に２回ホームページを更新した 2 20%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

1 各行事の実施を受け、学期に１回ホームページを更新した 1 20%未満の保護者が教育活動への理解を示している。

令和６年度 昭島市立武蔵野小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

○子どもたちが自立で
きる基礎を培う。また、
日本の伝統・文化の良
さを理解し郷土を愛す
る態度を育成する。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

〇基礎的・基本的な学
習内容の定着を図ると
ともに主体的・対話的
で深い学びによる授業
改善を目指す。

〇授業の中で学ぶ楽しさを
味わい、主体的に学習する
態度の育成を図る。

○児童が主体的に学習に励
み、３つの資質能力の育成を
図れるよう問題解決能力の
育成を図る。

4

学校教育目標
○しっかり考える子（問題解決力）
○心やさしい子（人間関係形成力）
○つよく元気な子（体力・活力）

ビジョン

○児童にとって充実した学校　○保護者にとって信頼できる学校　○教職員にとって働きがいのある学校

○思考力・判断力・表現力を身に付けた子ども○感性あふれる豊かな心をもつ子ども　○すすんで心と体を鍛えることができる子ども

○ありのままの児童を受け止め、個性を発揮させる教師　○授業で勝負できる教師　○家庭・地域との相互理解を深め協働できる教師

4

各教科の基礎基本の定着に向けた授業
改善及び教育課程の見直しを行い、子供
たちの学習環境を整えることに加え、校
内研究の成果と課題を見直し、主体的に
学習に取り組めるよう授業改善に努める。

1学期に比べ低下している学年
が見受けられるが、概ね満足で
きる状況になってきている。今
後も授業改善を推進してほし
い。

4

今年度の学力テストの結果を各学年分析
し、成果と課題を共有する。そして学校全
体の実態を把握し、次年度の校内研究の
内容や主題につなげるとともに、主体的
に学びに向かう児童の育成を目指した授
業改善につなげていきたい。

○ICTを活用した授業を充実
させ、児童の「情報活用能
力」の育成を図る。

○各学年で昭島市から示さ
れている「子供たちに身に付
けさせたいICT操作能力」を
把握し、資質能力の育成を
目指す。

4 3

年度途中と年度末に結果を比較で
きるように、２学期中にアンケートを
実施し、児童の実態を把握できるよ
うにしたり、教員間でもICT活用情
報伝達研修会を開催したりした。

ICTの活用能力がこれからの児
童にとって必要になるため、今
後も推進してほしい。また、低
学年段階での活用方法につい
ても明確にしてほしい。

3

年度はじめにICT主任を中心に「子供た
ちに身に付けさせたいICT操作能力」の
共通理解を図る。また、年間指導計画に
「身に付けさせたい力」を入れ込み、意図
的・計画的な指導を行えるようにする。

〇読書活動の推進と言語能
力の育成に向け、学校司書
及びボランティアが連携し、
子供たちの読書活動の一層
の推進を図る。

〇学校司書が中心となり、ボ
ランティアや委員会の活動等
で連携を図り、子供たちの読
書活動の一層の推進を行う。

2 3

図書主任や図書館支援員が担任と
連携しながら、定期的な図書室利
用の習慣化を目指したり、読書旬
間のイベントを企画したりし、年間
を通して読書に関する教育活動を
実施していく。

読書離れがあるため、今後もデ
ジタルだけでなく紙媒体の書籍
に触れる機会を継続してつくっ
てほしい。また、時間の確保も
再考してほしい。

3

図書主任や図書館支援員の働きかけだ
けでなく、国語科を要として、年間指導計
画の中に図書室の利用と関連させられる
単元を入れたり、他教科との関連を図っ
たりして図書のさらなる活用を目指した
い。

豊
か
な
心

〇相手の気持ちを想
像し、人との関わりを
大切にできる豊かな心
を育成する。

〇児童の自己肯定感を高
め、常に相手のことを考え行
動することができるようにす
る。

〇HQU調査を年2回実施し、
学級の実態に応じた指導を
する。

4 3

各学年のアンケート結果から児童の実態
をつかみ、改善策を見出し、教員同士で
各学年の実態を共有する場を定期的に
設けている。また、子供の課題や悩みに
応じて個別に面談を開いたり、保護者と
情報共有をしている。

自己肯定感を高めるために、積極的に保
護者と面談を行う等、連携を密にしてほし
い。
クラスによって差が見受けられるので、学
校全体で、連携方法を明確にしてほし
い。

3

3

夏休み中の個人面談の共通伝達事項と
して、学級満足度調査の実施結果を設定
する。また、保護者と連携し、児童一人一
人の課題改善に対応できるよう個人面談
や保護者会、お便り等の連携体制を整
え、学校と家庭とで積極的に協力を図る。

〇道徳科を道徳教育の要の
時間と位置付け、教科横断
的な視点で各教科にて、計
画的・発展的に行うようにす
る。

〇教科横断的な視点で、年
間指導計画に位置付け、計
画的に指導し、道徳教育の
一層の充実を図る。

4 3

共通のワークシートを学年間で共有した
り、道徳授業地区公開講座に向けた授業
検討会や冊子の作成、道徳授業公開講
座では、保護者（水泳の元日本代表）に
よる夢や努力に関する講演会を実施し
た。

素晴らしい講演会を実施していた。児童
が将来の夢について考えるきっかけとな
る時間となった。人を思いやる気持ちが
表現できる児童が増えてきている。

4

児童が自己の生き方についての考えを深
められるよう家庭や地域社会との連携を
図っていく。また集団宿泊活動やボラン
ティア活動、自然体験活動などの豊かな
体験を通して児童の内面に根ざした道徳
性の育成を図れるよう教育課程を編成し
ていく。

生活指導主任を中心に、引き続き「学校
生活アンケート」や「家庭生活アンケート」
を行っていく。そしていじめの原因となるも
のや子供たちの悩みを早期に発見し早
期に解決できるよう、アンテナを高く学校
全体で見守る体制を続けていく。

健
や
か
な
体

〇自分の心と体の健
康に関心をもち、基礎
的な体力と心身の育
成と向上を図る。

〇児童体力・運動能力、生
活運動習慣の向上に向け、
運動の習慣化を図り、体力の
向上を推進する。

〇体力向上プロジェクトや短
なわや長なわの取組を実施
し、運動することの楽しさやよ
さを味わわせる。

4 2

年間を通して運動委員が体力向上プロ
ジェクトととして体力テスト種目の測定や
長なわ、短なわの取組を企画・運営し、全
校児童が体を動かすきっかけを与えるこ
とができた。次年度は体力テストの結果に
も結び付くよう検討を進めていく。

運動と健康は生涯にわたって
関わることだと考える。ダンスを
取り入れるなどして、体を動か
すことの楽しさを伝え続けてほ
しい。

〇いじめを許さない心情を育
て、いじめの早期発見解決
に努める。

〇年3回の学校生活アンケー
トからみんながよりよく生活で
きるために関するアンケート
項目を設定し、実施する。

4 3

校内研究と関連させ、2回の結果か
ら数値による分析をし、各学年間で
情報共有をしたり、具体的な改善
策を検討したりする。結果を児童や
保護者にフィードバックできるよう準
備を進めている。

最重要な課題であると考える。
改善策を検討するだけでなく、
早期に対応し、当該の方々に
フィードバックして見守りを強化
してほしい。

3

年度はじめに前年度の体力テストの結果
を教員間で共通理解をする場と時間を設
定する。そして、体育主任を中心に学校
全体で底上げが必要な体力や学年の実
態に応じた課題を共有する場を設定し、
改善に努める。

○規則正しい生活と健康・安
全に留意できる児童の姿を
目指す。

〇毎学期実施する「すまいる
カード」の取組の結果を集計
し、その結果を集計・分析
し、日々の指導改善に努め
る。

4 2

生活指導部と養護教諭を中心に、年間指
導計画の確実な実施を心掛けた。すまい
るカードの取組を通して、結果や取組に
関する内容を記載したお便りを全校に配
布をし、家庭にも重要性を発信する。

規則正しい生活については、
家庭の役割が大きいため、今
後はより啓発に取り組んでほし
い。

3

生活指導部と養護教諭を中心に、すまい
るカードの取組を通して、結果や取組に
関する内容を記載したお便りを全校に配
布をする。また、家庭にも重要性を発信
するだけでなく、子供たちへも養護教諭
を中心に健康教育を進めていく。

4

お弁当の日の取組や「お弁当チャレンジ
カード」を通して、だれもがお弁当作りに
関わる機会を設定する。また、食への興
味関心を高められるよう高学年の家庭科
の学習とも関連させながら食育を進めて
いきたい。

輝
く
未
来

○幼保・小中が連携し、児童
が安心して進級・進学できる
ようにする。

○幼保小中連携教育の推進
を図るとともに、学年始めに
「キャリアルバム」を作成し、
目標をもって生活を送れるよ
うにする。

4 3

キャリアルバムでは、各学期の始め
と終わり、それぞれの行事の始めと
終わりに目標や振り返りを書き、子
供たちの成長を記録して積み重ね
ができ、年々定着してきている。

地域の方々をより活用したり、
異学年交流をしたりして自分と
違う立場の方との交流を通して
考えを深めてほしい。

〇食に関する望ましい食習
慣の形成を促進する。

○学校給食やお弁当の日を
通して食の大切さを考えさせ
る。

4 3

２学期のお弁当の日の取組状況か
ら、児童の食育のめあてに対する
達成度が９０％以上と分かった。栄
養士と食育担当を中心に、さらに充
実を図っていく。

食は、生活の根本であるため、
今後も継続して「食べること」の
指導を充実してほしい。

3

幼保・小中の引き継ぎと連携を教員同士
が密にしていくだけでなく、幼稚園保育園
の小学校見学や６年生による中学校見学
など、子供たち自身が交流したり見学し
合ったりする場を今後も設定していく。

○教育活動を通して外部人
材と交流体験できるようにす
る。

〇文化、スポーツ、高齢者、
外国人、地域工場・店舗等で
の学びの場を各学年設定す
る。

4 3
全学年が文化やスポーツなど
について外部人材と交流体験
を行うことができた。

地域の方やスポーツ団体を積
極的に活用していてよかった。
今後も外部の方々との交流を
企画してほしい。

4

児童の実態に合わせ、ゲストティーチャー
を招いた授業や地域の方々と交流できる
活動を引き継ぎ行っていきたい。また6年
生のTGGのように海外の方とも交流できる
機会を増やしていきたい。

〇家庭・地域の声を活かすと
ともに学校の教育活動を情
報発信していく。

〇学校HPや学校だより等を通じて保
護者や地域に向けて児童の活動等を
発信したり、行事や学校公開の際にア
ンケートを取り、改善を図っていく。

4 4

市のアンケート結果の教育活動に
関する項目の回答を計算すると平
均8割で昨年度より15％向上してい
る。職員で共有し次年度に向けて
の取組を今後検討していく。

よく発信できていると思う。今後
も地域や外部に教育活動を発
信することで、より地域に開か
れた学校を目指してほしい。

4

今年度に引き続き、学校の様子をホーム
ページ等で発信していくだけでなく、行事
や学校公開を通して得られた保護者や地
域の方々の声に耳を傾け、教育活動の改
善に努め、より一層の充実を図る。


